
議会ＨＰは議会ＨＰは
コチラからコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！

絆絆 元気いっぱい！　３兄弟！元気いっぱい！　３兄弟！（関連記事14ページ）（関連記事14ページ）

住民の安心安全な生活を住民の安心安全な生活を
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６月29～30日６月29～30日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

２２

住民の安心安全な生活を住民の安心安全な生活を

　第２回定例会は、６⽉29⽇に開会し、６⽉30⽇に閉会しました。
 町から、報告、補正予算、条例改正、規約変更、計画変更、契約締結が上程され、
全ての議案を承認・可決しました。
 また、議会提出議案として、意⾒書３件を提出し、全て可決しました。⼀般質問
では、３⼈の議員が登壇し、町⻑に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

With コロナに対する町の支援With コロナに対する町の支援
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補正額 予算総額

・一般会計（２回目の補正）
1億340万5000円増 45億9405万1000円
・一般会計（３回目の補正）
    3352万3000円増 46億2757万4000円
・国民健康保険事業特別会計（１回目の補正）
   増減なし 1億9518万9000円
・簡易水道事業特別会計（１回目の補正）
   増減なし 5億1823万3000円
・後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）
   増減なし 7907万2000円

◇
一
般
会
計
（
第
2
号
）　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
等
の
追
加
補
正

や
、
余
市
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
の
中
止
等
に
よ
る
減

額
補
正
が
提
案
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
予
算

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
関
連
記
事
は
13
ペ
ー
ジ

に
掲
載

６月29～30日６月29～30日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

２２

～ 減免特例は延長 ～～ 減免特例は延長 ～

国保税課税限度額引上げ国保税課税限度額引上げ

▼
仁
木
町
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
設
置
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

条
例
改
正

　

仁
木
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
内
容
は
、

法
改
正
に
伴
う
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
保
険
税
の
減
免
特
例
の
延

長
等
で
あ
り
、
課
税
限
度
額

は
改
正
前
の
63
万
円
か
ら
65

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

令
和
２
年
実
績
ベ
ー
ス
の
試

算
で
41
万
５
０
０
円
の
増
額

と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
３
年
度
仁
木
町
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

地
方
自
治
法
施
行
令
第
146
条

　
　
　
　

第
２
項
に
基
づ
く
報
告

報

告

▼
銀
山
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
を

変
更
す
る
た
め
の
協
議
に
つ

い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
を
変
更
す
る

た
め
の
協
議
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め

の
協
議
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
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６月29～30日６月29～30日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

２２

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

仁
木
町
多
目
的
滞
在
施
設

　
　
　
　
　
　
　

６
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン

仁
木
町
多
目
的
滞
在
施
設
﹃C

a
su

a
l

In
n
a
 
N
iki

﹄
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
よ
り
、
札
幌
市
の
㈱
ベ
ス
ト
ス
テ
イ
札
幌

を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
用
を
開
始
し
、
６
月
18
日
に
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
前
よ
り
、
町
内
の
農
業
・
観
光
事
業
者
や
、
町
外

の
旅
行
業
者
等
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
６

月
12
日
に
町
民
を
対
象
に
実
施
し
た
内
覧
会
に
は
、
54
名
の
皆

さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
今
後
の
施
設
運
営
に
係
る
有
意
義

な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
宿
泊
、
予
約
状
況
に
つ
い
て
は
、
６
月
21
日
現

在
、
２
件
の
宿
泊
、
７
月
末
ま
で
に
14
件
の
ご
予
約
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
約
１
億
６
千
万
円
増

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈
呈
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

特
産
品
の
P
Ｒ
や
地
元
事
業
者
の
活
性
化
を
目
的
に
、
特
産
品

贈
呈
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
掲
載
サ
イ
ト
数
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
や
、
東
北
地

方
の
さ
く
ら
ん
ぼ
返
礼
品
の
掲
載
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
本
町
の
さ
く
ら
ん
ぼ
に
申
込
が
殺
到
し
た
こ
と
か
ら
、
寄

附
金
が
４
億
７
８
８
３
万
７
千
円
と
な
り
、
１
億
９
９
５
０
万

８
１
６
２
円
を
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
実
績
と
比
較
す
る
と
寄
付
額
で
約
１
億
６
２
７
７

万
円
、
積
立
額
で
約
６
０
３
４
万
円
増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
　
　
　

施
設
使
用
料
の

　
　
　
　
　

具
体
的
な
内
容

は
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
多

目
的
滞
在
施
設
が
利
用
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る

費
用
を
計
上
し
た
も
の
で
あ

り
、
町
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
施

設
の
関
係
者
を
宿
泊
さ
せ
る

た
め
、
予
算
措
置
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

内
訳
は
、
入
所
し
た
方
が

使
用
し
た
６
日
間
と
、
ク
ラ

ス
タ
ー
が
収
束
す
る
ま
で
の

全
国
平
均
期
間
で
あ
る
、
56

日
分
の
合
わ
せ
て
62
日
に
宿

泊
費
の
１
６
５
０
０
円
を
掛

け
て
計
上
し
た
。

◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解
促

進
事
業
等
の
追
加
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

「仁木町再生可能「仁木町再生可能

 　エネルギービジョン」策定へ 　エネルギービジョン」策定へ

　
　
　
　
　

仁
木
町
再
生
可

　
　
　
　
　

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め

の
検
討
委
員
会
の
構
成
メ
ン

　
　
　
　
　

担
当
課
を
含

め
た
町
の
職
員
、
協
力
事
業

者
か
ら
の
研
究
員
等
を
想
定

し
て
お
り
、
そ
の
他
学
識
経

験
者
を
交
え
た
い
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
係
す
る
学
識
経
験
者
は
候

補
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
協
力
事
業
者
か
ら
の
推

選
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

町
内
で
精
通
し

　
　
　
　
　

た
方
は
少
な
い

と
思
う
が
、
場
合
に
よ
っ
て

は
町
民
を
除
い
た
構
成
メ
ン

バ
ー
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

太陽光パネルを設置する住宅も増えてきました

補
正
予
算

佐 藤佐 藤

産
業
課
長

バ
ー
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

佐 藤佐 藤

住
民
課
参
事

佐 藤佐 藤

　
　
　
　
　

本
来
で
あ
れ

ば
、
地
域
の
策
定
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
な
の
で
、

町
内
で
精
通
し
た
方
が
い
れ

ば
委
嘱
し
た
い
が
、
難
し
い

と
担
当
で
は
考
え
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
学
識
経
験

者
と
い
う
枠
で
は
な
く
、
一

般
公
募
委
員
と
し
て
、
地
域

の
方
に
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

住
民
課
参
事
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６月29～30日６月29～30日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

２２ 工事請負契約の工事請負契約の
　　　 締結を承認　　　 締結を承認

工事名 契約の相手方 契約金額

令和４・５年度（仮称）仁木町子育て

　　　　支援拠点施設建設（建築主体）工事
新太平洋・阿部・近藤・赤石
　　　　　特定建設工事共同企業体

686,917,000 円

令和４・５年度（仮称）仁木町子育て

　　　　支援拠点施設建設（電気設備）工事
㈱大江電氣 128,480,000 円

令和４・５年度（仮称）仁木町子育て

　　　　支援拠点施設建設（機械設備）工事
丸コ・堀川・高橋
　　　　　特定建設工事共同企業体

232,100,000 円

令和４・５年度（仮称）仁木町子育て

　　　　　　支援拠点施設建設（外構）工事
和田・宮本特定建設工事共同企業体 116,270,000 円

（金額は税込み）

契約の相手方一覧

契
約
締
結

令
和
４
・
５
年
度
（
仮

称
）
仁
木
町
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
建
設
（
建
築
主
体
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
他
３

件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

２
か
年
事
業
だ

　
　
　
　
　

が
、
資
材
の
高

騰
等
に
よ
り
請
負
代
金
の
変

更
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

請
負
工
事
の
契

約
に
は
、
賃
金
又
は
物
価
の

変
動
に
基
づ
く
請
負
代
金
の

変
更
に
関
す
る
条
項
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
特
別
な
要
因

で
工
期
内
に
主
要
な
工
事
材

料
の
価
格
が
著
し
く
変
動
し
、

請
負
代
金
額
が
不
適
当
と

な
っ
た
時
に
、
請
求
代
金
を

変
更
し
請
求
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。　

よこぜき はやし

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

 

議
会
広
報
づ
く
り
で

議
会
広
報
づ
く
り
で

   
   　

    

貴
重
な

貴
重
な
意
見
交
換

意
見
交
換

   

岩
手
県
雫
石
町
議
会　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
来
訪

7
⽉
28
⽇
︑
岩

⼿
県
雫
⽯
町
議
会

広
報
広
聴
常
任
委

員
会
︵
古
舘
謙
護

委
員
⻑
外
７
名
︶

が
来
訪
し
︑
議
会

広
報
に
つ
い
て
研

修
視
察
が
⾏
わ
れ

ま
し
た
︒

 

研
修
視
察
に

は
︑
議
会
広
報
編

集
特
別
委
員
及
び

議
会
活
性
化
特
別

委
員
⻑
が
同
席

し
︑
本
町
の
議
会
広
報
の
編
集
⽅
法
や
︑
議
会
報
告
会

の
開
催
経
過
等
を
説
明
し
た
後
︑
意
⾒
交
換
を
⾏
い
ま

し
た
︒

 

意
⾒
交
換
で
は
︑
紙
⾯
づ
く
り
に
お
け
る
役
割
分
担

や
︑
中
学
⽣
と
の
意
⾒
交
換
等
の
質
疑
が
多
く
︑
今
後

の
参
考
と
な
る
ご
意
⾒
も
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

 

ま
た
︑
議
会
広
報
を
作
成
す
る
た
め
⽇
々
奮
闘
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
︑
私
た
ち
も
今
以
上
に
読
み

や
す
い
広
報
紙
作
成
の
た
め
︑
⽇
々
研
鑽
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

質
疑
あ
れ
こ
れ

活発な意見交換がなされました

野 崎野 崎

住
民
課
長
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６月29～30日６月29～30日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

２２

▼
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向

け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

佐
藤　

秀
教

　
　
賛
成
議
員　

門
脇　

吉
春

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

　補聴器購入補助の補聴器購入補助の

　　　　 対象拡充を　　　　 対象拡充を要望要望

▼
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

木
村　

章
生

　
　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

　

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
農

作
物
需
要
が
減
少
し
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
食

料
不
足
や
価
格
高
騰
が
深
刻

に
な
り
、
輸
入
に
依
存
し
て

い
る
肥
料
や
飼
料
な
ど
の
生

産
資
材
は
円
安
に
よ
り
高
騰

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
が
進
め
る
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
で
、
交
付
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
水
田
が
多
く

出
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
国
民
が
輸
入
に

軽度・中等度難聴（児）者にも支援を！軽度・中等度難聴（児）者にも支援を！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
補
聴
器
購
入
補
助
等
の
改

善
を
は
じ
め
、
難
聴
（
児
）

者
へ
の
支
援
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　

聴
力
に
障
害
が
あ
り
、
障

害
者
総
合
支
援
法
の
身
体
障

害
者
障
害
程
度
等
級
２
〜
６

級
に
該
当
す
る
場
合
は
補
聴

器
が
「
補
装
具
費
支
給
制

度
」
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

が
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴

（
児
）
者
に
つ
い
て
は
、
対

象
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
補
聴
器
購
入
費
等

助
成
制
度
は
全
て
の
都
道
府

県
で
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、

自
治
体
に
よ
っ
て
制
度
の
内

容
が
異
な
り
、
ま
た
、
成
人

に
つ
い
て
は
、
制
度
そ
の
も

の
が
無
い
自
治
体
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ど
の
自
治
体
に
住

ん
で
い
て
も
十
分
な
補
助
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
も
の
で
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

交
付
金
の
見
直
し
の

交
付
金
の
見
直
し
の

　
　
　

　
　
　

   
   

中
止
等
を

中
止
等
を
要
望
要
望

聴覚障害として認定されない方への補助の創設を

本町では蕎麦の多くは水田で作られています

依
存
し
た
食
に
不
安
を
抱
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者

を
励
ま
し
て
生
産
を
増
や
し
、

食
料
自
給
率
を
引
き
上
げ
る

た
め
に
も
、
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
の

中
止
等
を
要
望
す
る
も
の
で
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第２回定例会の一般質問には、３人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第２回定例会１日目）（第２回定例会１日目）

ＪＲ函館本線のバス転換時期について

上村智恵子　議員
10

うえむら ちえこ

法人誘致・起業支援に係る本町の
　　　　　　　　　　　　　施策について

麿　　直之　議員
9

まろ　 なおゆき

防災体制の充実を

門脇　吉春　議員
8

かどわき よしはる
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　　　　一　般　質　問 　  

門脇　吉春 議員
かどわき　よしはる

問
防
災
危
機
管
理
職
員

（
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
の
任
用
に
関
す
る

経
過
は
。

町
長
令
和
４
年
４
月

の
採
用
を
希
望

と
し
て
求
人
票
を
提
出
し
た

が
、
自
衛
官
の
退
職
年
齢
が

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

対
象
と
な
る
定
年
退
職
者
が

極
め
て
少
数
で
あ
っ
た
こ
と

等
の
理
由
に
よ
り
現
時
点
に

お
い
て
応
募
は
な
い
。

　

早
期
に
人
材
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
協
力
本
部
と
の
情

報
交
換
に
努
め
て
ま
い
る
。

然別生活館は移設しないのか
町長 地域の在り方も考えながら検討する

問
土
砂
災
害
の
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
然
別
生
活
館
を
移
設
す
る

考
え
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
か
。

　自家発電設備を備えており、災害などが原因の停電

時にも継続して地域住民の方々に給油することができ

るガソリンスタンドのことです。

ニキボーのなになに？

住民拠点サービスステーションとは

問
自
家
発
電
設
備
を
備

え
た　

住
民
拠
点

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

大
江
地
区
の
１
か
所
の
み
だ

が
、
仁
木
地
区
と
銀
山
地
区

に
整
備
し
な
い
の
か
。

然別生活館は土砂災害警戒区域に位置しています

町
長
町
内
の
残
り
の

２
か
所
に
つ
い

て
も
、
今
後
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
地
域
連

携
と
い
う
形
で
、
余
市
町
や

赤
井
川
村
な
ど
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
と
も
連
携
を
結
ぶ

こ
と
が
可
能
な
の
か
等
、
地

域
全
体
と
し
て
、
災
害
状
況

を
想
定
し
た
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
道
路
が
分
断
さ
れ
た

場
合
な
ど
の
動
線
に

つ
い
て
の
予
防
的
な
こ
と
も

考
え
て
整
備
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

本
当
に
こ
れ
で
よ
い
の
か
。

災
害
が

発
生
し

た
時
に
、
町
と
し
て
は
地
域

住
民
の
安
全
確
保
、
避
難
を

第
一
優
先
と
し
て
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、

企
画
課
長

住
民
拠
点
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
町
単

独
で
整
備
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長
今
の
と
こ
ろ
、

避
難
所
と
し
て

指
定
は
し
て
い
る
が
、
将
来

的
に
人
々
と
支
え
合
い
な
が

ら
避
難
体
制
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
部
分
で
は
、
果
た
し

て
あ
の
場
所
が
適
切
か
ど
う

か
と
い
う
点
も
含
め
て
、
将

来
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
と
も
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
体
制
も
含
め
て
、

地
域
の
在
り
方
も
考
え
な
が

ら
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る

上
で
、
町
と
し
て
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。
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　町政のそこが聞きたい　

問
令
和
３
年
度
の
企
業

誘
致
ま
た
は
、
起
業

の
実
績
は
あ
る
の
か
。

企
業
誘
致
に
補
助
金
の
考
え
は

町
長

企
業
よ
り
も
ま
ず
人
を
呼
び
込
む

現在町では移住者の受入れに力を注いでいます

町
長
私
は
、
入
り
口

で
支
援
す
る
こ

と
よ
り
も
、
地
域
の
魅
力
を

感
じ
て
入
っ
て
き
た
企
業
に

対
し
て
支
援
す
る
方
が
長
続

き
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

入
り
口
で
支
援
金
や
補
助

金
を
設
け
、
町
に
入
っ
て
も

ら
っ
て
も
、
な
か
な
か
良
い

関
係
が
結
べ
ず
、
撤
退
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
に

な
る
よ
り
は
、
町
の
良
さ
を

感
じ
て
来
て
も
ら
っ
て
支
援

す
る
と
い
う
方
が
良
い
と
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
積
ん
で

感
じ
て
い
る
。

麿　　直之 議員
まろ     なおゆき

問
町
外
の
法
人
が
仁
木

町
で
新
し
い
事
業
を

起
こ
す
と
き
に
、
本
社
を
仁

木
町
に
移
す
メ
リ
ッ
ト
を
伝

え
、
移
転
を
提
案
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
誘
致
す
る
取

組
は
で
き
な
い
の
か
。

問
仁
木
町
に
貢
献
し
た

い
、
仁
木
町
に
納
税

し
た
い
と
い
う
よ
う
な
企
業

も
あ
る
と
思
う
が
、
会
社
経

営
を
考
え
る
と
、
起
業
支
援

が
あ
る
自
治
体
に
行
っ
て
し

ま
う
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
、
将
来
的
に
何

か
考
え
な
い
の
か
。

町
長
今
の
と
こ
ろ
、

企
業
よ
り
も
ま

ず
人
を
呼
び
込
み
、
昨
年
度

は
道
内
で
も
２
番
目
に
社
会

増
に
な
っ
た
地
域
と
し
て
ラ

ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
良
い
結
果
に
は
結

び
つ
か
な
か
っ
た
が
、
大
企

業
か
ら
本
町
で
事
業
を
展
開

し
た
い
と
い
う
声
も
あ
っ

た
。

　

様
々
な
形
で
努
力
は
し
て

お
り
、
今
後
も
前
向
き
に
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

問
町
に
企
業
が
き
て
く

れ
る
と
、
収
益
と
し

て
黒
字
に
な
ら
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
法
人
税
に
よ
る
税

収
も
あ
る
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

考
え
が
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た

な
か
で
、
時
代
に
合
わ
せ
た

形
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
か
。

町
長
そ
も
そ
も
、
都

市
部
と
地
方
で

条
件
は
違
い
、
都
市
部
は
事

務
所
や
土
地
代
な
ど
が
高

く
、
仁
木
町
は
都
市
部
に
比

べ
て
土
地
代
は
安
い
が
、
人

材
の
部
分
で
不
足
し
て
い
る

と
い
う
実
態
が
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
部
分
を
今
後
ど
う

補
っ
て
い
く
の
か
、
都
市
部

に
は
な
い
も
の
を
ど
う
地
域

で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
か
と
い
う

の
は
、
こ
れ
か
ら
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

財
政
課

で
把
握

し
て
い
る
法
人
数
は
、
平
成

28
年
度
及
び
29
年
度
は
１
０

０
法
人
、
平
成
30
年
度
は
１

０
５
法
人
、
令
和
元
年
度
は

１
０
３
法
人
に
減
少
し
た
が
、

令
和
２
年
度
は
１
０
９
法
人

と
な
り
、
令
和
３
年
度
は
１

１
１
法
人
で
あ
る
。

財
政
課
長

ペペページジジジ次次ペ次ペ次ペ次ペ次ペペペ次次 ージージージジジジははははは 一般一般般般般般般般般質質質質質質質質問問問問問問問 上上上上上上上上村村村 ２ 会会会会会会上上上上上上上上村村村村村村村村議議議議議議議議員員員員員員員　第第第第第第第第２２２２２回回回回回回回臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時会会会会会会会会会会会
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一　般　質　問 

バス転換時期の前倒しは認めない

町長　十分な議論の下、慎重に判断

問
後
志
総
合
振
興
局
へ

の
要
請
行
動
の
際
に
、

振
興
局
長
は
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線

山
線
の
バ
ス
転
換
を
決
め
た

責
任
者
は
各
市
町
村
の
首
長

だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
３
案

を
示
し
、
苦
渋
の
選
択
を
さ

せ
た
北
海
道
の
責
任
に
つ
い

て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

問
余
市
町
で
は
住
民
を

含
め
た
協
議
会
を

作
っ
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
こ

と
な
ど
を
協
議
し
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
が
、
仁
木
町
は

住
民
と
の
組
織
を
作
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

バス転換の時期は前倒しになるのでしょうか

問
北
後
志
で
は
小
樽
市

と　

定
住
自
立
圏
構

想
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
中

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

定
住
自

立
圏
の

関
係
の
協
議
会
等
で
話
し

合
っ
た
事
実
は
な
い
。

　中心市の都市機能と近隣市町村の農林水産業、自
然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を活用し
て、地域住民のいのちと暮らしを守るため圏域全体
で必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を
促進する政策です。

ニキボーのなになに？

定住自立圏構想とは

北
海
道
が
首
長

の
責
任
だ
と

言
っ
た
意
図
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
国
や
道
、
自
治
体
、

ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
正

面
に
向
か
っ
て
対
応
を
考
え

て
こ
な
か
っ
た
そ
の
結
果
が

今
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
皆
す
べ
て
に

責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長

地
域
の
実
態
を

踏
ま
え
な
が
ら
、

町
長

い
ろ
い
ろ
と
模
索
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
時
間
も
な
い
た

め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

か
つ
慎
重
に
皆
さ
ん
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
の

地
域
の
公
共
交
通
の
在
り
方

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
機
会
を
持

た
な
い
と
い
け
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

企
画
課
長

問
バ
ス
転
換
は
、
北
海

道
新
幹
線
札
幌
延
伸

開
業
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
が
責
任
を

も
っ
て
運
行
す
る
こ
と
が
前

提
条
件
で
あ
り
、
バ
ス
転
換

時
期
の
前
倒
し
は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
並
行
在
来
線
の

廃
線
に
伴
う
代

替
交
通
の
確
保
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
足
の
確
保
が
大
前
提

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

通
勤
や
通
学
の
足
の
確
保
が

で
き
な
い
状
況
で
の
バ
ス
転

換
へ
の
前
倒
し
は
混
乱
が
生

じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

バ
ス
転
換
時
期
の
前
倒
し
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
議
論
の

下
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

に
は
交
通
圏
も
入
っ
て
い
た

が
、
こ
の
Ｊ
Ｒ
廃
止
の
件
で
、

定
住
自
立
圏
構
想
の
中
で
話

し
合
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。



11 議会だより にき議会だより にき  no.136no.136    令和４年８⽉10⽇発⾏令和４年８⽉10⽇発⾏    

５月３１日５月３１日

第　回臨時会第　回臨時会
令和４年令和４年

２２

　

第
２
回
臨
時
会
は
︑
５
⽉
31
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
専
決
処
分
６
件
︵
令
和
３
年
度
補
正
予
算
４
件
︑
令
和
４
年
度
補
正
予
算
１
件
︑
条
例
改
正

１
件
︶
︑
令
和
４
年
度
補
正
予
算
１
件
︑
財
産
の
取
得
１
件
︑
契
約
締
結
２
件
︑
⼈
事
案
件
１
件
の
計
11

件
が
上
程
さ
れ
︑
全
て
の
議
案
を
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
︒

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算

▼
令
和
３
年
度
会
計

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
４
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

執
行
残
等
に
よ
る
減
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認

し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
簡
水
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

補正額 予算総額

・一般会計（12回目の補正） 

623万8000円減 45億1817万5000円
・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）

 427万2000円増 2億102万1000円
・簡易水道事業特別会計（４回目の補正）

　　　658万7000円減 4億4445万8000円

・後期高齢者医療特別会計（４回目の補正）

100万3000円減 7552万9000円

条
例
改
正

▼
仁
木
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
、
吉
川
さ
ん
の
ご
逝

去
に
伴
い
、
新
委
員
に
那
須

勝
さ
ん
を
選
任
し
た
こ
と
に

対
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。 人

事
案
件

     

那な

須す　
　
　

勝ま
さ
る  

さ
ん

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
銀　

山
）

よこぜき はやし

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
員
力
の
向
上
に

議
員
力
の
向
上
に
向
け
て

向
け
て

　

７
月
６
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
北
海
道
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
﹁
参
院
選
最
終
情
勢
分
析
と
選
挙

後
の
政
局
展
望
﹂
と
題
し
て
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
泉
宏
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、

道
内
の
他
町
村
の
議
員
と
も
久
々
に
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
意
見
交
換
す
る
な
ど
、
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

コロナ対策として２部に分かれて実施されました

承
認
承
認
承
認
承
認
令和３年度会計の
　　 専決処分を承認

次ペ次ペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 会会会会第第第第第第第第２２２２２回回回回回回臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時会会会会会会会会・全全全全 会会会会全全全全全全全全員員員員員員員協協協協協協協協議議議議議議議議会会会会会会会会



議会だより にき議会だより にき  no.136no.136    令和４年８⽉10⽇発⾏令和４年８⽉10⽇発⾏ 12

５月３１日５月３１日

第　回臨時会第　回臨時会
令和４年令和４年

２２

町
の
除
雪
体
制
を

補正額 予算総額

・一般会計（１回目の補正）  ※専決第１号

    　  31万9000円増 44億9075万円
・一般会計（２回目の補正）    

    　  10万4000円減 44億9064万6000円

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

　
　

長
万
部
・
小
樽
間
は
バ
ス
方
式
で

　

３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
第
13
回
北
海
道
新
幹
線
並
行

在
来
線
対
策
協
議
会
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
余
市
・

小
樽
間
の
個
別
協
議
結
果
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
講
じ
た
と
し
て
も
、
大
幅
な
収
支
改
善
は
見
込
め
ず
、

鉄
道
運
行
は
困
難
で
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
り
、
経
営
分
離
後
の
地
域
交
通
の
確
保
方
策
に
つ
い
て
、

﹁
長
万
部
・
小
樽
間
﹂
は
﹁
バ
ス
方
式
﹂
と
い
う
こ
と
で

意
見
が
ま
と
ま
り
、
今
後
は
バ
ス
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
を
基

本
に
、
バ
ス
事
業
者
も
参
画
し
た
中
で
、
幹
事
会
等
で
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

契
約
締
結

▼
令
和
４
年
度
会
計

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
予
算

財
産
取
得

財
産
（
動
産
）
の
取
得
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
財
産
取
得
は
、
老

朽
化
に
伴
い
作
業
に
支
障
を

来
し
更
新
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
業
者
が
保
有
す
る
除
雪

ロ
ー
タ
リ
に
つ
い
て
、
業
者

に
お
い
て
更
新
す
る
こ
と
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
町
が
所

有
す
る
機
械
と
し
て
１
台
を

購
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
契

約
額
は
３
５
５
６
万
３
千
円

で
す
。

令
和
４
年
度
仁
木
町
役
場

等
複
合
施
設
空
調
機
更
新
・

よ
り
万
全
に

よ
り
万
全
に

除雪機械の老朽化は町民の生活にも多大な影響を及ぼします

新
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
既
存

の
空
調
機
13
か
所
の
更
新

と
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
和
室

等
６
か
所
に
空
調
機
を
新
設

す
る
も
の
で
、
契
約
額
は
１

億
６
７
０
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
配
水
管

整
備
事
業
大
江
地
区
国
道
５

号
外
配
水
管
布
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
契
約
額
は
１
億
９

４
２
２
万
７
千
円
で
す
。
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物価・燃料高騰対策に物価・燃料高騰対策に
　　　　　 一人２万円給付　　　　　 一人２万円給付

全員協議会全員協議会
５月３１日５月３１日

【
No.
３
に
つ
い
て
】

　

自
宅
待
機
応
援
セ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
感
染
者
は
保
健
所

か
ら
配
布
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

感
染
者
に
つ
い
て
は
、

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

【
No.
４
に
つ
い
て
】

　

令
和
４
年
度
仁
木
町
伝
統

文
化
・
芸
能
と
ワ
イ
ン
の
夕

べ
実
施
事
業
（
仮
称
）
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
実
施
す
る
予
定
か
。

　
　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、

町
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
前
の
よ

う
な
日
常
を
取
り
戻
す
べ
く
、

町
内
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
し

た
い
。

　

ワ
イ
ン
と
仁
木
神
社
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
和
洋

折
衷
の
よ
う
な
、
町
独
自
の

発
信
が
で
き
て
注
目
を
集
め

る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

ＱＡ

【
No.
１
に
つ
い
て
】

　

抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
化
事

業
の
効
果
は
。
ま
た
、
子
ど

も
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
心

配
は
な
い
の
か
。

　
　

噴
射
す
る
と
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
さ
れ
る
液
体
で
、
一
度

か
け
る
と
約
２
年
抗
菌
・
抗

ウ
イ
ル
ス
効
果
が
あ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
影
響
は
受

け
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

製
品
自
体
が
新
し
い
も
の
で

も
あ
る
た
め
、
気
を
付
け
な

が
ら
、
教
育
委
員
会
等
と
も

打
ち
合
わ
せ
を
し
、
影
響
が

な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た

い
。

ＱＡ

No. 事　業　内　容 事 業 費

１
新型コロナウイルス感染症の主な感染経路の１つである接触感染対策として、各小中学
校を含む公共施設に抗菌・抗ウイルスコーティングを施し、感染リスクの低減を図ります。

314万 7千円

２
消防職員が救急活動をする際に、職員や傷病者が新型コロナウイルスに感染しないよう
資機材の整備を図ります。

445万 8千円

３
新型コロナウイルス感染者及び濃厚接触者について、日常生活に支障をきたすおそれが
あり、精神的負担及び感染拡大の防止を図ることを目的に食料品等の配付を行います。

76万円

４
ウィズコロナからアフターコロナを視野に入れた町観光振興に資する新たな取組を行い、
今後の仁木町ワインツーリズム振興に繋げることを目的に、事業実施団体に補助します。

299万 1千円

5
各学校が感染症対策等を徹底しながら、夏季休業期間の短縮等により研修機会を逸した
教職員に対し研修に必要な経費を支援する等の取組を行います。

180万円

6
地域の社会生活においても物価高騰による影響が生じていることから、町民の生活負担
を軽減するため、一人２万円の給付金による支援を行います。

6548 万 5千円

５月 31 日開催の全員協議会で
は地方創生臨時交付金を活用する
事業について説明を受けました。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
て
い
る
地
域
経
済
や
住

民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
７
７
１
６
万
６

千
円
と
今
年
度
交
付
さ
れ
た

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
の
３
８
４
０
万
円
を
合
わ

せ
た
１
億
１
５
５
６
万
６
千

円
の
う
ち
、
８
７
８
８
万
６

千
円
の
活
用
用
途
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（一部を抜粋して掲載）

道
が
提
携
し
て
い
る
店
か
ら

物
資
が
届
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
治
っ
た
こ
ろ
に
届

く
と
い
う
案
件
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
不
要
不
急
の
外
出

を
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

町
で
発
注
し
、
当
日
ま
た
は

翌
日
に
届
く
よ
う
に
し
た
。
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次の議会は
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定例会定例会

絆

亀
谷　
　

純　

さ
ん
（
南
町
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

麿　

直
之
）

　

様
々
な
人
と
関
わ
る
機
会
を

仁木や北海道の特産品に仁木や北海道の特産品に
　

現
在
、
24
名
の
組
合
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
仁
木
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
生
産
組
合
へ
の
取
材
は
、
「
昨
年
、
ハ

ウ
ス
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
組
合
員
の
不
断
の
努
力
の

賜
物
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
農
協
や
役
場
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、
皆
さ
ま
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
、
坂
東
組
合
長
の
感
謝
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ラ
・
ラ
・
シ
ャ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
遡
る
こ
と
10
年
以
上
、
２
代
前
の
組
合
長
時
代
に
、
栽
培
し

て
い
た
ぶ
ど
う
の
価
格
低
迷
な
ど
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
多
く
の
種
類
の
ぶ
ど
う
を
試
験
的
に
栽

培
し
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
仁
木
で
も
作
れ
る
！
と
判
断
し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

今
で
は
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
生
産
量
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
も
の
の
、
供
給

が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
の
こ
と
。

　

そ
ん
な
人
気
の
中
で
も
、
今
後
の
活
動
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
へ
の
輸
出
も
予
定
し
て
い
る
と

仁
木
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
生
産
組
合

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

︵
取
材
・
記
事　

野
崎
明
廣
︶

い
う
こ
と
で
、
仁
木
や
北
海
道
の
特
産
品
に
な
る

よ
う
、
挑
戦
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
る
生
産

組
合
の
み
な
さ
ん
。

　

今
年
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
還
元
と
し
て
、

給
食
で
の
提
供
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

議
会
に
は
、
「
資
材
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
、

生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
も
、
新
規
就
農
者
へ
の

補
助
や
、
既
存
ハ
ウ
ス
の
補
修
等
へ
の
補
助
の
導

入
を
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。
」
と
の
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
ち
、
本
町
の
Ｐ

Ｒ
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
仁
木
ハ
ウ
ス
ぶ

ど
う
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

連
載
27
回
目
は
、
南
町
在
住
の
亀
谷
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
の
３
人
の
５
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
郵
便
局
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

⾷
べ
物
︵
野
菜
や
く
だ
も
の
︶
が
新
鮮
で

良
い
も
の
が
多
く
︑
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思

い
ま
す
︒
ま
た
︑
⼈
が
温
か
く
︑
と
て
も
暮

ら
し
や
す
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

 

プ
ー
ル
を
屋
根
付
き
に
し
て
ほ
し
い
で
す
︒

⾍
が
多
か
っ
た
り
︑
⾬
が
降
っ
て
い
る
と
楽

し
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
︑
改
善
し
て
ほ

し
い
で
す
︒

 

ま
た
︑
公
園
も
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
︒

近
隣
町
村
に
は
良
い
も
の
が
あ
る
の
で
︑
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
︒
少
な
く
と

も
︑
壊
れ
た
も
の
は
早
く
直
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
︒

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
、
町
に
要
望

し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

健
康
で
何
に
対
し
て
も
⼀
⽣
懸
命
取
り
組

め
る
⼈
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
︒

　

子
ど
も
の
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
交

友
関
係
が
グ
ル
ー
プ
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が

心
配
で
す
。
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
も
新
し
く
で

き
る
と
思
う
の
で
、
様
々
な
人
と
関
わ
る
機

会
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

　

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

 

町
に
は
良
い
も
の
が
多
い

で
す
が
︑
⾼
齢
の
⽅
が
多
く
︑

跡
継
ぎ
が
い
な
い
こ
と
が
⼼

配
で
す
︒
⼈
⼝
や
農
家
の
減

少
は
︑
町
の
税
収
に
も
影
響

す
る
と
思
う
の
で
︑
新
規
就

農
者
の
受
⼊
れ
や
︑
観
光
客

を
増
や
す
取
組
は
積
極
的
に

⾏
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長

横
関　

一
雄

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

野
崎　

明
廣

副
委
員
長

木
村　

章
生

委　

員

麿　
　

直
之

委　

員

門
脇　

吉
春

（9月下旬開催予定）

組
合
長　

坂
東　

弘
一　

さ
ん

普
段
の
生
活
の
中
で
、
町
に
要
望
し
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

仁
木
町
の
く
だ
も
の
や
人
間
関
係
な
ど
、

今
の
環
境
を
す
ご
く
気
に
入
っ
て
い
る
亀
谷

さ
ん
。
こ
の
良
い
環
境
を
残
し
て
い
く
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら
も
町
側
へ
提

案
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
再
認
識
い
た

し
ま
し
た
。
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